
解答例社会 小学校第６学年 ③ 【活用問題】

( )組 氏
戦国の世から江戸の世へ

( )番 名

あきらさんのクラスでは 「戦国の世から江戸の世へ」の学習のまとめとして 「自分が、 、

３代将軍の徳川家光になったつもりで、祖父の徳川家康あてに手紙を書こう！」というこ
とく がわ いえ みつ いえ やす

とになり、あきらさんは下の ～ などを集め、次の手紙を書いていきました。資料１ 資料５

あきらさんの書いた手紙（一部）

徳川家康 様へ 徳川家光より
私は、おじいさんが江戸に開いた幕府の力をさらに安定させ、戦乱のない世の中が続いて

せん らん

いくように願い、いろいろなことを行いました。

例えば、おじいさんの頃に各大名が自主的に行っていたことを制度化して、多くの大名に
ころ だい みょう

対して、 江戸と自分の領地を１年おきに交代で勤務し、江戸に勤務する時は（ ）○ア Ａ
きん む

月中に江戸に来させるようにしました。この制度は、大名たちが幕府に忠誠を示すようにな
ちゅう せい

るのに役立ったと思います。

また、 戦国時代が終わって戦乱のない平和な時代となったことで、大名たちには 「戦○イ 、
せん らん

いに勝って自分の領土を広げようとするのではなく、 自分の藩を豊かにすることに力を○ウ
はん

入れるようになって欲しい 」と期待しています。。

さんきんこうたい(1) 手紙中の下線部 の制度を○ア
参 勤 交 代何というか書きましょう。

(2) 右の は、日向国 の、資料１ （今の宮崎県）
ひゅうが

月
高鍋藩と飫肥藩から江戸までの、大名たち

４

たか なべ はん お び

資料１の移動についてまとめたものです。
をもとに、上の手紙中の（ ）が何月なＡ
のかを書きましょう。

(3) 右の は、日向国 の、佐土原藩の資料２ （今の宮崎県）
ひゅうが さ ど わら

。 、大名が江戸に行くときのルートです をもとに資料２
佐土原から江戸までのルートとして適す

②
るものを、次の の ～ から１つ選び、図 ① ③
記号で答えましょう。

【図 佐土原から江戸までのルート】

(※宮崎県史より作成)

【資料１ 江戸までの移動】

かかった日数藩の名 出発日

高鍋藩 3月3日 約40日
たかなべ

飫肥藩 3月1日 約40日
お び

（※藩政大事典、宮崎県史より作成）

【資料２ 江戸までのルート】

佐土原(宮崎市) 細 島(日向市)á

ã

三 机(愛媛県) 佐賀関(大分県)à

ã

御手洗(広島県) 大坂(大阪府)á

ã

江 戸(東京都) 伏 見(京都府)à

（※藩政大事典より作成）

佐土原

江戸

③

②

①

資料１から「出発日が３月上旬であること」、「か

かる日数が４０日であること」を読み取り、「４月中

に江戸に到着するようにしていた」ということに気付

きましょう。

資料１から「出発日が３月上旬であ

ること」、「かかる日数が４０日であ

ること」を読み取り、「４月中に江戸

に到着するようにしていた」というこ

とに気付きましょう。



【資料３ 日向国の城の数】(4) あきらさんは、前の手紙中の下線
ひゅうが

1569年頃(戦国時代) 1747年(江戸時代)部 について調べる中で、右の○イ 資

を見つけ、戦国時代にはたくさ料３
んあった城が、江戸時代には４つに
減っていることに気付きました。
その理由を説明するときに使う資

料として、最も適するものを、下の
～ から１つ選び、番号を書きま① ③

しょう。

②

(5) あきらさんは、前の手紙中の下線部 について、下の を見つけ 「江戸時代に○ウ 資料４ 、

なってから、全国・宮崎ともに耕地面積が急激に増えている」ことに気づきました。
こう ち きゅう げき

と とを関連づけながら、その理由を考えて書きましょう。資料４ 資料５

大名たちが（藩内の米の生産をあげるために）用水路をつくるなどして、
新しい田を増やすこと（新田の開発）に力を入れたから。

【資料４ 耕地面積の変化】
こう ち

■日向国の耕地面積の変化

※1450年を100としたときの割合■全国の耕地面積の変化

( )※資料４は 宮崎県史 国土交通省資料 学び考える歴史より作成、 、 、

※資料５は、宮崎県土地改良史より作成）(

①
諸国の城は、修理するときは

しゅう り

必ず届け出ること。

ましてや城の新築は絶対にして
しんちく

はならない。

飫肥おび藩

佐土原藩

高鍋藩

延岡藩

●…城

（宮崎県史より作成）

●…城

（日向記より作成）

②
一国（藩）においては、大名が

居住あるいは藩の政治を行う城
きょじゅう

１つを残して、その城はすべて廃
はい

城とすること。

③
最近、屋敷の建設などがぜいた

や しき

くになってきているので、今後は

ぜいたくにならないよう心がける

こと。

【資料５ 】江戸時代の用水開発（日向国）

年 代 用水などの開発時代

前田堰・小井手堰(都城市)１１８５年

年 稚児殿池(西都市)１２４８

年 松井用水路(宮崎市)１６４０

年 南前用水路(都城市)１６８５

年 木森井堰(国富町)１７０１

年 堂本井堰(えびの市)１７１３

年 杉安井堰(西都市)１７２２

年 岩熊井堰(延岡市)１７３４

年 五ヶ所用水(高千穂町)１８４５

井堰 …流水をせき止めるための建造物※ (いぜき)

室町

江

戸

鎌倉

「一国一城令」によって１つの国（藩）の居城

は１つずつとなりました。

江戸時代に入るとたくさんの堰

や用水路がつくられていることが

わかります。

江戸時代の前までは

ほとんど耕地面積は

増えておらず、江戸

時代になってから増

えていることがわか

ります。


